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一
　
問
題
の
所
在

　
二
〇
一
六
年
現
在
、
少
年
院
出
院
者
二
、七
五
〇
人
の
う
ち
、
出
院
時
の
帰
住
先
が
更
生
保
護
施
設
又
は
自
立
準
備
ホ
ー
ム
で
あ
っ
た

少
年
は
一
五
〇
人
に
留
ま（
1
）る。

少
年
院
を
出
た
大
半
の
少
年
が
家
族
の
元
に
戻
り
、
全
体
の
わ
ず
か
約
五
％
だ
け
が
、
更
生
保
護
施
設
又

は
自
立
準
備
ホ
ー
ム
に
帰
住
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
更
生
保
護
施
設
は
、
少
年
院
を
仮
退
院
し
た
少
年
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
保
護
観
察
処
分
を
受
け
た
少
年
、
さ
ら
に
、
家
庭
裁

判
所
調
査
官
に
よ
る
試
験
観
察
中
に
補
導
委
託
さ
れ
た
少
年
が
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
唯
一
の
場

で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
故
、
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
取
組
を
除
い
て
少
年
の
再
非
行
・
再
犯
へ
の
対
策
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な（
2
）い。

　
更
生
保
護
施
設
は
、
基
本
的
に
、
そ
の
対
象
者
が
成
人
で
あ
れ
少
年
で
あ
れ
、
帰
る
場
所
の
な
い
者
に
居
場
所
を
提
供
し
、
早
期
に
就

職
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
再
犯
防
止
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
れ
が
、
近
年
、
対
象
者
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
の
必

要
性
が
唱
え
ら
れ
、
少
年
に
対
し
て
も
、
少
年
に
特
化
さ
れ
た
支
援
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、
少
年
を
保
護
す
る

一
部
の
施
設
で
は
、
そ
の
要
請
に
応
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
少
年
へ
の
支

援
が
、
少
年
の
再
非
行
・
再
犯
の
問
題
に
上
手
く
対
応
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
に
思
え
る
点
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
更
生
保
護

施
設
に
よ
る
少
年
に
対
す
る
支
援
の
現
状
を
分
析
し
、
そ
の
課
題
や
改
善
案
に
関
す
る
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
更
生
保
護
施
設
に
お
け
る
少
年
に
対
す
る
支
援
の
現
状
を
確
認
し
、
少
年
の
再
非
行
・
再
犯
問
題
へ
の

対
策
と
し
て
更
生
保
護
施
設
の
果
た
す
べ
き
新
た
な
役
割
と
現
在
の
取
組
の
見
直
し
を
内
容
と
す
る
改
善
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
な
お
、
そ
の
改
善
案
を
検
討
す
る
に
際
し
、
韓
国
に
お
け
る
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
少
年
に
対
す
る
支
援
の
内
容
を
参
考
に
し
た
い
。

韓
国
の
更
生
保
護
事
業
は
、
主
に
、
法
務
部
傘
下
の
韓
国
法
務
保
護
福
祉
公
団
と
い
う
公
法
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
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民
間
の
更
生
保
護
施
設
に
よ
り
更
生
保
護
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
日
本
と
は
異
な
る
点
が
多
く
、
現
在
日
本
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
示
唆

す
る
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
韓
国
に
お
け
る
少
年
に
対
す
る
支
援
を
参
照
し
な
が
ら
、
日
本
の
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
少
年

に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
を
提
案
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
　
日
本
に
お
け
る
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業

㈠
　
概
　
観

　
更
生
保
護
施
設
と
は
、
犯
罪
者
・
非
行
少
年
等
を
施
設
に
宿
泊
さ
せ
、
衣
食
住
を
提
供
し
、
就
労
援
助
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
指
導
等

を
行
う
施
設
で
あ
り
、
二
〇
一
七
年
一
月
一
日
現
在
、
全
国
一
〇
三
施
設
が
運
営
さ
れ
て
い（
3
）る。

　
そ
の
う
ち
、
少
年
を
受
け
入
れ
る
更
生
保
護
施
設
と
し
て
少
年
専
用
の
更
生
保
護
施
設
と
、
成
人
と
少
年
の
両
方
を
受
け
入
れ
の
対
象

と
す
る
更
生
保
護
施
設
と
が
あ
る
。
現
在
、
前
者
の
少
年
専
用
の
更
生
保
護
施
設
は
、
男
子
少
年
施
設
二
箇
所
と
男
子
・
女
子
少
年
施
設

一
箇
所
の
計
三
箇
所
が
あ
り
、
後
者
の
成
人
及
び
少
年
の
更
生
保
護
施
設
は
、
男
子
施
設
が
六
九
箇
所
、
女
子
施
設
が
七
箇
所
、
男
女
施

設
が
五
箇
所
で
、
計
八
一
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
少
年
の
収
容
定
員
は
男
子
が
三
二
四
人
、
女
子
が
四
九
人
で

あ
り
、
計
三
七
三
人
ま
で
の
収
容
が
可
能
で
あ（
4
）る。
な
お
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
男
子
少
年
一
二
人
の
収
容
枠
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
国
立
の
更
生
保
護
施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
後
述
す
る
こ
と
に

す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
更
生
保
護
施
設
の
行
う
更
生
保
護
事
業
で
は
、〝
現
に
改
善
更
生
の
た
め
の
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
も
の
を
更
生
保
護

施
設
に
収
容
し
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
宿
泊
場
所
を
供
与
し
、
教
養
訓
練
、
医
療
又
は
就
職
を
助
け
、
職
業
を
補
導
し
、
社
会
生
活
に
適
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応
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
生
活
指
導
を
行
い
、
生
活
環
境
の
改
善
又
は
調
整
を
図
る
等
そ
の
改
善
更
生
に
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業
〞
の

継
続
保
護
事
業
（「
更
生
保
護
事
業
法
」
第
二
条
第
二
項
）、〝
継
続
保
護
事
業
と
し
て
行
う
も
の
を
除
き
、
宿
泊
場
所
へ
の
帰
住
、
医
療
又
は

就
職
を
助
け
、
金
品
を
給
与
し
、
又
は
貸
与
し
、
生
活
の
相
談
に
応
ず
る
等
そ
の
改
善
更
生
に
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業
〞
の
一
時
保
護

事
業
（
同
法
第
二
条
第
三
項
）、
そ
し
て
、
連
絡
助
成
事
業
が
あ
る
。
た
だ
、
一
部
の
更
生
保
護
施
設
で
は
、
こ
れ
ら
の
更
生
保
護
事
業
に

加
え
、
少
年
と
い
う
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
も
実
施
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
具
体
例
を
紹
介
し
、
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

㈡
　
各
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
取
組

1
　
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
の
例

　
更
生
保
護
施
設
へ
入
所
す
る
少
年
の
中
で
は
、
家
族
と
の
関
係
に
問
題
を
抱
え
る
者
が
少
な
く
な
い
。

　
少
年
の
保
護
者
の
中
に
は
、
養
育
に
対
し
、
確
固
た
る
信
念
を
持
て
ず
一
貫
性
を
失
っ
た
ま
ま
少
年
に
関
与
し
、
少
年
を
過
保
護
に
し
、

あ
る
い
は
、
放
任
す
る
者
や
、
少
年
の
非
行
に
よ
る
地
域
社
会
、
学
校
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
保
護
者
自
身
も
精
神
的
問
題
を
抱
え
る
者

も
見
ら
れ（
5
）る。

　
一
方
、
更
生
保
護
施
設
に
入
所
し
た
少
年
の
中
で
も
、
家
庭
裁
判
所
で
の
審
判
で
自
分
を
か
ば
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
少
年
院
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
込
み
、
保
護
者
に
対
す
る
不
信
感
を
抱
く
少
年
や
、
少
年
院
を
仮
退
院
す
る
際
、
保
護
者
が
受
け
入
れ
て
く
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
怒
り
を
抱
い
て
い
る
少
年
等
、
様
々
な
理
由
で
保
護
者
と
の
関
係
に
問
題
を
抱
え
る
少
年
が
い（
6
）る。

　
し
か
し
、
犯
罪
を
し
た
者
が
不
安
定
な
家
族
関
係
の
中
で
改
善
更
生
、
社
会
復
帰
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
の
難
し
さ
は
、
か
ね
て
か
ら
指

摘
さ
れ
て
き
た
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
成
人
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
す
る
少
年
で
あ
れ
ば
尚
更
の
こ
と
で
、
正
常
な
家
族
関
係
を
取
り

戻
す
こ
と
や
、
家
族
に
よ
る
支
持
を
得
る
こ
と
は
、
少
年
の
再
非
行
・
再
犯
を
防
止
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
更
生
保
護
法
人
立
正
園
（
以
下
、
立
正
園
と
す
る
）
で
は
、
す
で
に
、
少
年
の
家
族
関
係
の
修
復
に
向
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け
た
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
立
正
園
は
、
男
子
少
年
一
六
人
、
成
人
男
性
四
人
を
定
員
と
し
て
い
る
が
、
事
実
上
、
男
子
少
年
だ
け
を
受
け
入
れ
対
象
と
し
て
い
る

施
設
と
し
て
、
全
国
で
も
数
少
な
い
少
年
専
用
の
更
生
保
護
施
設
の
一
つ
で
あ（
7
）る。
立
正
園
で
は
、
少
年
と
保
護
者
の
関
係
を
改
善
す
る

た
め
、
保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
親
子
キ
ャ
ン
プ
、
宿
泊
面
会
、
保
護
者
会
等
の
、
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い（
8
）る。

　
保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
主
に
、
調
理
補
助
や
館
内
の
整
備
・
掃
除
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
親
子
キ
ャ
ン
プ
は
、
二

〇
〇
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、 

親
子
関
係
の
再
整
備
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
一
泊
二
日
の
キ
ャ

ン
プ
の
こ
と
を
い
う
。
近
年
は
、
親
子
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
も
始
め
ら
れ
、
キ
ャ
ン
プ
の
機
会
を
通
じ
て
、
親
子
間
の
距
離
を
縮
め
る
た
め
の

試
み
を
行
っ
て
い（
9
）る。

そ
し
て
、
保
護
者
会
は
、
保
護
者
同
士
が
集
ま
り
、
経
験
談
や
悩
み
を
相
談
し
合
う
場
と
し
て
、
保
護
者
の
精
神

的
負
担
を
軽
減
さ
せ
な
が
ら
、
少
年
と
の
間
で
問
題
が
発
生
し
た
時
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
少
年
の
立
ち
直
り
の
た
め
多
く
の
協
力
者
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
協
力
者
の
一
人
と
し
て
保
護
者
自
身
が

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
の
意
識
を
保
護
者
に
持
た
せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
さ
ら
に
、
少
年
と
し
て
は
、
保
護
者
が
自
分
の
た
め
労
す
る

姿
を
見
る
こ
と
で
、
保
護
者
へ
の
感
情
に
変
化
を
起
こ
す
契
機
に
な
る
で
あ
ろ
）
10
（

う
。

2
　
職
業
訓
練
の
支
援
の
例

　
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
に
加
え
、
少
年
に
特
化
さ
れ
た
支
援
と
し
て
職
業
訓
練
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
職
業
訓
練
の
必
要
性
は
、
現
在
、
就
労
支
援
が
直
面
し
て
い
る
限
界
に
あ
る
と
い
え
る
。
就
労
支
援
の
結
果
、
す
べ
て
の
対
象
者
が
犯

罪
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
就
労
支
援
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
、
就
職
先
で
適

応
で
き
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
り
無
断
で
欠
勤
し
た
り
し
て
、
又
す
ぐ
仕
事
を
辞
め
て
、
や
が
て
は
、
再
び
罪
を
犯
す
と
い
う
ケ
ー
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ス
は
、
決
し
て
珍
し
く
な
い
。
特
に
、
少
年
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
経
験
が
皆
無
で
あ
っ
た
り
、
も
し
く
は
、
職
に
付
い
た
経

験
は
あ
る
も
の
の
、
長
続
き
で
き
な
か
っ
た
り
し
て
、
就
労
に
必
要
な
基
本
的
習
慣
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
そ
れ
故
、
少
年
に
対
す
る
就
労
支
援
に
先
立
っ
て
、
職
業
訓
練
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
更
生
保
護
事
業
と
し
て
職
業
訓
練
の
実
施
は
、
民
間
の
更
生
保
護
施
設
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
今
は
、
国
立
の
更
生
保
護

施
設
と
も
い
え
る
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
取
組
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
本
項
で
は
、
ま
ず
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
概
観
し
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
少
年
に
対
す
る
職
業
訓
練
を

実
施
す
る
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
例
を
詳
し
く
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑴
　
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー

　
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
四
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
自
立
更
生
促
進
セ
ン

タ
ー
は
、
親
族
等
や
民
間
の
更
生
保
護
施
設
等
で
は
円
滑
な
社
会
復
帰
の
た
め
に
必
要
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
刑
務
所
出
所

者
等
を
受
け
入
れ
る
施
設
で
あ
）
11
（

り
、
そ
の
目
的
と
役
割
に
お
い
て
「
更
生
保
護
事
業
法
」
上
の
更
生
保
護
施
設
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、

一
般
の
更
生
保
護
施
設
が
民
間
の
主
体
に
よ
っ
て
設
置
・
運
営
さ
れ
る
の
に
対
し
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の
運
営
す
る
施
設

と
し
て
保
護
観
察
所
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
国
家
公
務
員
で
あ
る
保
護
観
察
官
が
二
四
時
間
三
六
五
日
体
制
で
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
点
が
大
き
く
異
な
る
。

　
現
在
、
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
他
に
も
、
福
島
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
、
北
九
州
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
、 

茨
城
就
業
支

援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
と
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
前
者
の
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
は
、 

概
ね
三
か
月
間
の
入
所
期
間
を
も
っ
て
犯
罪
傾
向
等
の
問
題
性
に
応
じ
た
重
点
的
か
つ
専
門
的

な
社
会
内
処
遇
を
実
施
す
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業
等
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
茨
城
就
業
支
援
セ
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ン
タ
ー
が
成
人
男
子
を
、
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
男
子
少
年
を
処
遇
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
た
め
、
男
子
少
年
を
受
け
入
れ
て
い
る
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
取
組
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑵
　
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
旭
川
保
護
観
察
所
沼
田
駐
在
館
に
併
設
さ
れ
て
い
る
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
沼
田
町
セ
ン
タ
ー
と
す
る
）
は
、
自
立
更
生

促
進
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
少
年
を
対
象
と
す
る
唯
一
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
開
所
さ
れ
）
12
（
た
。

　
沼
田
町
セ
ン
タ
ー
は
、
少
年
院
仮
退
院
者
及
び
保
護
観
察
処
分
少
年
の
男
子
少
年
一
二
名
を
定
員
と
す
る
。
少
年
の
受
け
入
れ
に
際
し

て
は
、
①
二
六
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
、
②
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
所
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
、
③
農
業
実
習
に
対
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
④
心
身
に
著
し
い
障
が
い
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
⑤
集
団
生
活
に
馴
染
む
こ
と
、
⑥
強
い
粗
暴
傾
向
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
⑦

性
非
行
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
⑧
放
火
癖
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
⑨
薬
物
依
存
の
状
態
で
な
い
こ
と
、
⑩
保
護
観
察
期
間
が

一
年
程
度
確
保
で
き
る
こ
と
等
の
要
件
が
考
慮
さ
れ
）
13
（

る
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
農
業
に
対
し
抵
抗
を
見
せ
な
い
程
度
の
少
年
ま
で
も
農
業

実
習
に
対
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
と
捉
え
て
お
り
、
傷
害
・
暴
行
を
繰
り
返
し
た
少
年
で
あ
る
と
し
て
も
、
強
い
粗
暴
傾
向
が
あ
る
と

判
断
す
る
こ
と
は
避
け
、
保
護
観
察
期
間
に
関
し
て
は
概
ね
六
月
以
上
の
期
間
が
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
、
右
の
要
件
の
適

用
に
お
い
て
柔
軟
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
）
14
（
る
。

　
と
こ
ろ
で
、 

沼
田
町
セ
ン
タ
ー
で
は
、〝
実
習
農
場
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
の
実
施
〞
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
少
年
に

対
し
農
業
を
用
い
た
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
沼
田
町
セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
た
少
年
は
、
約
一
年
に
わ
た
る
期
間
、
農

業
実
習
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
農
業
実
習
は
、
沼
田
町
就
農
支
援
協
議
）
15
（

会
の
運
営
す
る
就
農
支
援
実
習
農
場
（
以
下
、
実
習
農
場
と
す
る
）
で
行
わ
れ
）
16
（

る
。
実
習
農
場
で

は
、
選
果
場
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
施
設
三
棟
、
肉
牛
肥
育
舎
、
イ
チ
ゴ
栽
培
施
設
二
棟
と
、
有
機
栽
培
・
慣
行
栽
培
の
畑
が
あ
り
、
黒
毛
和
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種
の
肉
牛
の
肥
育
、
椎
茸
、
加
工
用
ト
マ
ト
、
観
賞
用
か
ぼ
ち
ゃ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
い
ち
ご
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
等
を
栽
培
し
て
い
る
。

特
に
、
椎
茸
は
、
菌
床
の
入
庫
、
収
穫
、
選
別
及
び
パ
ッ
ク
詰
め
ま
で
の
す
べ
て
の
生
産
工
程
に
携
わ
り
、「
雪
中
し
い
た
け
」
と
い
う

名
を
付
け
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
）
17
（
る
。

　
農
業
実
習
は
、
週
六
日
実
施
さ
れ
、
農
業
実
習
に
参
加
し
た
少
年
は
、
一
日
一
、五
〇
〇
円
か
ら
三
、〇
〇
〇
円
の
手
当
を
支
給
さ
れ
る
。

㈢
　
考
　
察

　
前
節
㈡
で
は
、
日
本
に
お
け
る
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
少
年
に
対
す
る
支
援
を
、
更
生
保
護
施
設
立
正
園
と
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
取
組
を
通
じ
て
確
認
し
た
。

　
立
正
園
で
の
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
や
沼
田
町
セ
ン
タ
ー
で
の
職
業
訓
練
は
、
少
年
と
い
う
特
性
に
応
じ
た
支
援
と
し
て
彼

ら
の
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
に
資
す
る
と
評
価
で
き
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
取
組
が
少
年
に
よ
る
再
非
行
・
再
犯
へ
の
対
策
と
し
て
よ
り

有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
改
善
す
べ
き
幾
つ
の
点
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
課
題
点
に
つ
き
指
摘
し
、
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
は
、
専
門
性
の
欠
如
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
立
正
園
を
含
め
一
部
の
施
設
で
は
、
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
と
し
て
少
年
と
保
護
者
両
方
へ
の
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
る

が
、
全
て
施
設
の
職
員
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
行
わ
れ
る
形
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
現
場
で
様
々
な
ケ
ー
ス
を
見
て
少
年
と
そ
の
保
護
者
を

支
援
し
て
き
た
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
否
定
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
も
の
の
、
職
員
が
行
う
相
談
支
援
の
限
界
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
根
拠
と
し
て
ま
ず
、
少
年
た
ち
の
性
向
の
変
化
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
り
そ
の
対
応
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
現
場
で
の
意
見
が
あ

る
。
例
え
ば
、「
以
前
の
少
年
は
、
問
題
の
行
動
を
起
こ
し
て
も
職
員
と
話
し
合
っ
て
素
直
な
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
て
き
た
が
、
最
近
の
少

年
は
、
施
設
に
い
る
間
真
面
目
に
生
活
す
る
も
の
の
、
な
か
な
か
心
の
中
を
打
ち
明
け
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
意
見
や
、「
施
設
内
で
の

ル
ー
ル
に
違
反
し
た
場
合
、
罰
則
と
し
て
外
出
禁
止
に
す
る
と
、
以
前
の
少
年
は
そ
れ
が
罰
と
し
て
通
用
し
た
が
、
最
近
の
少
年
は
、
部
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屋
に
一
日
中
い
て
も
そ
れ
が
苦
痛
で
は
な
い
ら
し
く
、
罰
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
」
と
い
う
意
見
等
が
あ
り
、
少
年
に
対
す
る
処
遇
の

難
し
さ
が
語
ら
れ
て
い
）
18
（

る
。
も
ち
ろ
ん
、
少
年
た
ち
の
性
向
を
一
概
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
ず
、
少
年
た
ち
の
性
向
の
変
化
に

関
す
る
専
門
的
分
析
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
場
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
は
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
職
員
数
で
、
幅
広
い
更
生
保
護
事
業
の
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
支
援
の
必
要
性
を

根
拠
づ
け
る
。
職
員
は
、
基
本
、
相
談
支
援
の
他
に
も
更
生
保
護
事
業
全
般
の
業
務
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
、
体
系
的
で
且
つ
専

門
的
な
相
談
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
と
し
た
ら
、
相
談
支
援
は
、
一
般
職
員
で
は
な
く
、
少
年
相
談
に
専
門
的
知
識
を
有
す
る

者
に
任
せ
、
少
年
の
特
性
に
応
じ
た
適
正
か
つ
有
効
な
相
談
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
、
少
年
を
受
け
入
れ
る
施
設

に
限
定
し
相
談
専
門
職
を
配
置
す
る
こ
と
や
、
児
童
相
談
所
と
の
連
携
を
図
り
定
期
的
に
相
談
専
門
職
に
来
て
も
ら
う
こ
と
等
の
方
法
で
、

相
談
支
援
の
専
門
性
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
職
業
訓
練
支
援
に
お
け
る
限
界
と
し
て
、
職
種
や
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
限
定
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
立
更
生
促
進
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
職
業
訓
練
は
、
農
業
と
い
っ
た
特
定
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
少
年
の
中
に
は
、
当
然
、
農
業
以
外
の
分
野
の
職

業
に
興
味
を
持
つ
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
少
年
ら
の
希
望
を
全
部
聞
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
に
沿
う
職
業
訓
練
支
援
を
行

う
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
、
現
在
の
農
業
だ
け
の
職
業
訓
練
の
実
施
は
、
改
善
を
要
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
な
お
、
職
業
訓
練
の
職
種
を
増
や
し
つ
つ
、
目
的
ご
と
に
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
職
業
訓
練
支

援
は
、
専
門
か
つ
高
度
の
技
術
を
教
え
る
よ
り
は
、
働
く
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
基
本
的
訓
練
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
確

か
に
、
就
労
に
対
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
や
、
働
く
上
で
必
要
な
基
本
的
姿
勢
を
教
え
る
こ
と
は
、
職
業
訓
練
の
果
た
す
役
割
と
し

て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
た
だ
、
職
業
訓
練
と
い
う
の
は
、
こ
の
目
的
だ
け
で
な
く
、
技
術
を
持
た
な
い
者
に
専
門
的
技
術
を
教
え
る
こ

と
、
ひ
い
て
は
、
就
労
に
役
立
つ
資
格
を
習
得
さ
せ
、
本
人
の
希
望
す
る
業
界
に
就
職
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
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い
る
。
し
た
が
っ
て
、
職
業
訓
練
の
目
的
を
、
就
労
に
必
要
な
基
本
的
知
識
を
教
え
る
「
一
次
的
目
的
」
と
専
門
的
技
術
を
持
た
せ
る

「
二
次
的
目
的
」
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
致
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
全
般
に
わ
た
る
課
題
と
し
て
、
支
援
の
普
遍
性
の
欠
如
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　
立
正
園
で
の
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
や
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
職
業
訓
練
支
援
は
、
当
該
施
設
に
入
所
し
な
い

限
り
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
大
き
な
限
界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
は
、
か
な
り
限
ら
れ
た
人
員
だ
け
が
同
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
ほ
と
ん
ど
の
少
年
は
、
成
人
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
と
な
ん
ら
変
わ
り
の
な
い
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
少
年
が
一
人
の
社
会
人
と
し
て
再
び
生
活
を
営
む
た
め
に
、
住
居
支
援
や
就
労
支
援
等
と
い
っ
た
基
本
的
更
生
保
護
事
業

を
受
け
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
年
が
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
点
が
あ
る

こ
と
も
否
め
な
い
。
少
年
に
対
す
る
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
は
、
少
年
が
前
向
き
に
更
生
に
臨
む

き
っ
か
け
に
な
り
、
職
業
訓
練
の
よ
う
な
教
育
関
連
の
支
援
は
、
少
年
に
正
し
い
職
業
観
や
就
労
に
必
要
な
技
能
を
習
得
さ
せ
、
少
年
か

ら
成
人
へ
の
成
長
を
助
け
る
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
少
年
に
特
化
さ
れ
た
支
援
を
、
よ
り
多
く
の
少
年
が
受
け
る
よ
う
体
制
作
り
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、

こ
れ
ら
の
少
年
に
対
す
る
支
援
等
を
、
全
国
ど
こ
の
施
設
へ
入
所
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
取
組
や
、
施
設
に
入
所
し
な
く
て
も

少
年
が
更
生
保
護
事
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
取
組
等
が
考
え
ら
れ
る
。
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三
　
韓
国
に
お
け
る
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業

㈠
　
少
年
犯
罪
の
現
況
と
そ
の
対
応

　
韓
国
に
お
け
る
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
を
理
解
す
る
に
は
、
韓
国
の
少
年
犯
罪
の
情
勢
や
、
そ
の
対
応
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
で
は
、
現
在
の
韓
国
に
お
け
る
少
年
犯
罪
の
状
況
及
び
、
少
年
法
に
よ
る
対
応
に
つ
き
簡
略
に
説
明
す
る
。

1
　
少
年
犯
罪
の
現
況

　
韓
国
で
は
、
一
四
歳
以
上
一
九
歳
未
満
の
少
年
に
よ
る
犯
罪
行
為
と
、
一
〇
歳
以
上
一
四
歳
未
満
の
少
年
に
よ
る
触
法
行
為
を
少
年
犯

罪
と
し
て
い
）
19
（

る
。

　
少
年
犯
の
人
員
は
、
二
〇
〇
八
年
度
、
一
三
万
四
、九
九
二
人
と
い
う
最
大
人
員
を
記
録
し
て
以
来
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、
二
〇
一
六

年
度
現
在
、
七
万
六
、〇
〇
〇
人
に
留
ま
っ
て
い
）
20
（

る
。

　
少
年
犯
罪
を
類
型
別
に
見
る
と
、
現
在
、（
窃
盗
、
横
領
等
、
贓
物
、
詐
欺
を
含
む
）
財
産
犯
罪
が
三
万
三
、〇
八
八
人
と
全
体
犯
罪
の
半

分
弱
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
次
に
、（
恐
喝
、
暴
行
・
傷
害
等
を
含
む
）
暴
力
犯
罪
が
一
万
九
、四
七
六
人
、
交
通
犯
罪
が
九
、二
五
九
）
21
（

人
、

（
性
暴
力
、
殺
人
、
強
盗
等
を
含
む
）
強
力
犯
罪
が
三
、三
四
三
人
、
著
作
権
法
律
違
反
等
を
含
む
そ
の
他
が
、
一
万
八
、三
四
人
で
あ
る
。
こ

こ
一
〇
年
間
、
財
産
犯
罪
は
ず
っ
と
全
類
型
の
約
五
割
前
後
を
占
め
て
い
る
が
、
暴
力
犯
罪
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
度
に

は
全
体
犯
罪
の
三
五
・
三
％
が
暴
力
犯
罪
で
あ
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
五
年
度
に
は
三
〇
・
七
％
に
ま
で
減
っ
て
い
）
22
（
る
。
な
お
、
強
力
犯

罪
に
関
し
て
は
、
殺
人
、
強
盗
等
は
減
少
し
て
い
る
が
、
性
暴
力
の
人
員
と
性
暴
力
が
強
力
犯
罪
で
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
少

年
に
よ
る
性
暴
力
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
）
23
（
る
。
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2
　
少
年
犯
罪
へ
の
対
応

　
少
年
犯
罪
に
対
し
検
察
官
は
、
一
般
刑
事
手
続
の
開
始
、
あ
る
い
は
、
裁
判
所
の
少
年
）
24
（

部
へ
の
送
致
を
行
う
。

　
実
際
、
少
年
に
対
す
る
被
疑
事
件
の
約
六
割
を
一
般
刑
事
手
続
と
し
て
処
理
し
て
お
り
、
起
訴
と
不
起
訴
処
分
に
す
る
事
件
が
そ
れ
ぞ

れ
約
一
割
、
約
五
割
を
占
め
て
い
）
25
（
る
。
特
に
、
早
く
か
ら
少
年
犯
罪
に
対
す
る
条
件
付
起
訴
猶
予
制
）
26
（
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
こ
と

も
関
連
し
、
不
起
訴
処
分
事
件
の
約
三
分
の
二
が
、
条
件
付
起
訴
猶
予
を
含
む
起
訴
猶
予
処
分
で
あ
る
。

　
一
方
、
少
年
部
に
送
致
さ
れ
る
事
件
は
、
全
体
の
約
三
割
で
あ
る
。
少
年
部
の
裁
判
官
は
、
調
査
又
は
審
理
を
経
て
、
刑
事
処
分
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
検
察
庁
に
事
件
を
送
致
し
、
保
護
処
分
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
保
護
処
分
に
付
す
る
。

　
保
護
処
分
に
は
、
①
保
護
者
又
は
保
護
者
の
代
わ
り
に
少
年
を
保
護
で
き
る
者
に
よ
る
監
護
委
託
（
以
下
、
保
護
者
等
委
託
と
す
る
）、

②
受
講
命
令
、
③
社
会
奉
仕
命
令
、
④
保
護
観
察
官
に
よ
る
短
期
又
は
長
期
保
護
観
察
、
⑤
「
児
童
福
祉
法
」
に
よ
る
児
童
福
祉
施
設
又

は
、
そ
の
他
の
少
年
保
護
施
設
に
よ
る
監
護
委
託
（
以
下
、
少
年
保
護
施
設
委
託
と
す
る
）、
⑥
病
院
、
療
養
所
又
は
、「
保
護
少
年
等
の
処

遇
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
少
年
医
療
保
護
施
設
に
よ
る
委
託
（
以
下
、
医
療
保
護
施
設
委
託
と
す
る
）、
⑦
一
か
月
以
内
、
短
期
、
長
期
の

少
年
院
送
致
が
あ
る
（「
少
年
法
」
第
三
二
条
第
一
項
）。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
処
分
は
、
全
部
又
は
一
部
を
併
せ
て
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
短
期
又
は
長
期
の
保
護
観
察
と
保
護
者
等
委

託
、
受
講
命
令
、
社
会
奉
仕
命
令
を
併
せ
た
り
、
少
年
保
護
施
設
委
託
、
も
し
く
は
、
一
か
月
以
内
の
少
年
院
送
致
の
処
分
と
併
せ
て
付

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
二
条
第
二
項 

）。
さ
ら
に
、
保
護
観
察
官
に
よ
る
短
期
又
は
長
期
の
保
護
観
察
処
分
の
場
合
、
三
か

月
以
内
の
期
間
を
定
め
、「
保
護
少
年
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
代
案
教
育
、
又
は
少
年
の
相
談
・
善
導
・
教
化
に
関
す
る
団

体
又
は
施
設
で
相
談
・
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
く
は
、
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
、
夜
間
等
の
特
定

時
間
帯
の
外
出
を
制
限
す
る
命
令
を
保
護
観
察
対
象
者
の
遵
守
事
項
と
し
て
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
三
二
条
の
二
）。
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㈡
　
更
生
保
護
事
業

　
刑
事
処
分
若
し
く
は
保
護
処
分
に
付
さ
れ
て
も
、
本
人
と
本
人
以
外
の
外
部
の
要
因
に
よ
り
、
再
非
行
・
再
犯
に
走
る
少
年
が
少
な
く

な
い
。
実
際
、
少
年
犯
罪
者
の
う
ち
、
約
七
割
が
初
犯
で
、
そ
の
他
は
前
科
を
有
す
る
少
年
で
あ
り
、
特
に
、
四
犯
以
上
の
少
年
の
割
合

が
、
二
〇
〇
七
年
の
六
・
九
％
か
ら
二
〇
一
五
年
の
一
三
・
六
％
ま
で
増
加
し
て
お
り
、
少
年
に
よ
る
再
非
行
・
再
犯
が
深
刻
化
し
て
い

る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
）
27
（

る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
、
少
年
に
対
し
よ
り
厳
罰
の
対
応
を
と
る
べ
き
だ
と
の
世
論
も
あ
る
）
28
（
が
、
処
罰
を
重
く
す
る
だ
け
の
安
易
と

も
い
え
る
対
策
は
、
少
年
法
の
目
的
と
も
合
致
せ
）
29
（

ず
、
刑
事
処
分
若
し
く
は
保
護
処
分
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
犯
罪
か
ら
抜
け
出
せ

な
か
っ
た
少
年
の
こ
と
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
問
題
の
本
質
を
見
損
な
っ
た
主
張
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
少
年
が
社
会
内
で

再
び
定
着
し
、
健
全
な
成
人
と
し
て
成
長
す
る
よ
う
、
更
生
保
護
事
業
を
も
っ
て
少
年
に
よ
る
再
非
行
・
再
犯
を
防
ぐ
方
が
望
ま
し
い
。

　
韓
国
で
は
、
更
生
保
護
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
、
韓
国
法
務
保
護
福
祉
公
団
と
民
間
更
生
保
護
施
設
と
が
あ
る
。
特
に
、
前
者
の
韓

国
法
務
保
護
福
祉
公
団
が
中
心
と
な
り
、
少
年
院
（
仮
）
退
院
者
や
刑
務
所
出
所
者
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
点
に
、
韓
国
の

更
生
保
護
事
業
の
特
色
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
更
生
保
護
施
設
で
は
な
い
も
の
の
、
少
年
院
退
院
者
に
対
す
る
社
会
復
帰
事
業
を
行
う
機
関
と
し
て
、
韓
国
少
年
保
護
協
会

が
あ
る
。
こ
の
機
関
に
よ
る
事
業
も
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
別
に
少
年
に
対
し
て
行
う
支
援
の
内
容
を
見
る
こ
と
で
、
韓
国
に
お
け
る
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業

を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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1
　
韓
国
法
務
保
護
福
祉
公
団

　
⑴
　
概
　
観

　
韓
国
法
務
保
護
福
祉
公
団
（
以
下
、
公
団
と
す
る
）
は
、
更
生
保
護
事
業
を
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
設
立
さ
れ
た
法
人
と
し
て
（「
保

護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
」
第
七
一
条
）、
本
部
を
含
め
全
国
各
地
に
二
五
箇
所
の
支
部
・
支
所
を
設
置
し
て
い
る
。

　
公
団
の
支
部
・
支
所
の
中
で
も
、
ソ
ウ
ル
西
部
支
所
（
男
子
少
年
）、
全
南
東
部
支
所
（
男
子
少
年
）、
光
州
南
部
支
所
（
女
子
少
年
）
の

三
つ
の
支
所
が
、
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
を
専
門
的
に
担
当
す
る
機
関
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
箇
所
、
京
畿
南
部
支
所
が
生

活
館
に
女
子
少
年
を
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
を
行
う
支
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
）
30
（

る
。

　
⑵
　
対
象
者

　
日
本
で
は
、
更
生
保
護
事
業
の
対
象
者
を
法
律
で
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
反
）
31
（

面
、
韓
国
で
は
、
刑
事
処
分
、
又
は
、
保
護
処
分
を
受

け
た
者
で
、
自
立
更
生
の
た
め
の
宿
食
の
提
供
、
住
居
支
援
、
創
業
支
援
、
職
業
訓
練
及
び
就
業
支
援
等
に
よ
る
保
護
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
者
（「
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
」
第
三
条
第
三
項
）
を
更
生
保
護
の
対
象
者
と
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
を
広
く
規
定
し
て
い
）
32
（

る
。

こ
の
規
定
上
、
年
齢
に
よ
る
制
限
は
な
く
、
刑
事
処
分
、
又
は
、
保
護
処
分
を
受
け
た
少
年
も
含
ま
れ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ

る
。

　
よ
っ
て
、
少
年
院
（
仮
）
退
院
し
た
少
年
、
少
年
法
上
の
保
護
処
分
に
付
さ
れ
た
少
年
等
を
、
更
生
保
護
の
対
象
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
こ
れ
ら
の
対
象
者
の
中
で
も
、
少
年
本
人
、
又
は
、
関
係
機
関
が
保
護
観
察
所
の
長
、
公
団
、
又
は
、
民
間
の
更
生
保
護
事
業
者

に
申
請
し
、
一
定
の
審
査
を
経
て
保
護
決
定
を
受
け
た
者
だ
け
が
、
実
際
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
同
法
第
六
六
条
）。

　
⑶
　
支
援
の
内
容

　
公
団
で
は
、
更
生
保
護
事
業
と
し
て
、
宿
食
提
供
、
住
居
支
援
、
創
業
支
援
、
職
業
訓
練
及
び
就
労
支
援
、
出
所
予
定
者
の
事
前
面
談
、

保
護
対
象
者
の
家
族
に
対
す
る
支
援
、
心
理
相
談
及
び
心
理
治
療
、
事
後
管
理
、
そ
の
他
保
護
対
象
者
に
対
す
る
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
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表１　2016年度公団における更生保護事業の実績� （単位：人）

更生保護事業 計画 実績 割合（％）
寝食提供 2,712 2,273 83.8
職業訓練 2,433 2,882 118.5
就労支援 4,800 4,997 104.1
就労斡旋 4,221 4,715 111.7
創業支援 40 14 35.0
住居支援 152 152 100.0
援護支援 4,723 5,136 108.7
学業支援 800 973 121.6
事前相談 21,616 27,272 126.2
社会性向上教育 3,560 3,743 105.1
心理相談 4,285 5,103 119.1
事後管理及びメンターリング 10,611 12,327 116.2
家族希望事業 370 386 104.3
その他の自立支援 9,401 11,103 118.1

総計 69,724 81,076 116.3
※韓国法務保護福祉公団HP資料室

表２　2017年度ソウル西部支所における更生保護事業の実績� （単位：人）

更生保護事業 計画 実績 割合（％）
寝食提供 57 55 96.5
職業訓練 39 53 135.9
就労支援 67 51 76.1
援護支援 84 100 119
学業支援 26 38 146.2
事前相談 373 546 136.4
社会性向上教育 77 86 111.7
心理相談 76 156 205.3
事後管理及びメンターリング 237 211 89.0
その他の自立支援 231 237 102.6

総計 1,267 1,533 121.0
※2017年１月から12月までの実績
※ソウル西部支所の内部資料
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る
（
同
法
第
六
五
条
）。
二
〇
一
六
年
度
現
在
、
公
団
全
体
と
し
て
八
万
一
、〇
七
六
人
（
重
複
あ
り
）
に
対
す
る
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
、
約
六
割
強
が
、
事
前
相
談
、
事
後
管
理
及
び
メ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
自
立
支
援
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
実
績
の
傾
向
は
、
少
年
を
対
象
と
す
る
ソ
ウ
ル
西
部
支
所
で
も
同
様
に
見
ら
れ
、
二
〇
一
七
年
度
現
在
、
事
前
相
談
、
事
後

管
理
及
び
メ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
自
立
支
援
が
総
計
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
一
方
、
就
労
支
援
が
比
較
的
少
な
く
そ
の
代
わ
り
学
業
支
援
や
職
業
訓
練
が
多
い
こ
と
や
、
心
理
相
談
の
実
績
が
多
い
こ
と
は
、
他
の

支
部
・
支
所
で
は
見
ら
れ
な
い
態
様
で
あ
）
33
（
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
ウ
ル
西
部
支
所
で
の
実
績
か
ら
し
て
、
公
団
で
は
、
少
年
と
い
う
特
性
に

応
じ
た
支
援
と
し
て
、
教
育
関
連
の
支
援
や
心
理
相
談
を
通
じ
た
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
積
極
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2
　
民
間
の
更
生
保
護
事
業
者

　
⑴
　
概
　
観

　
韓
国
に
お
け
る
更
生
保
護
事
業
の
主
体
と
し
て
、
韓
国
法
務
保
護
福
祉
公
団
の
他
、
民
間
の
更
生
保
護
事
業
者
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
と
い
え
る
。
民
間
の
更
生
保
護
事
業
者
は
、
韓
国
教
化
福
祉
財
団
、
世
界
教
化
更
保
協
会
、
ダ
マ
ン
宣
教
会
、
パ
ス
カ
教
化
福
祉
院
、

ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ラ
イ
フ
、
開
か
れ
た
楽
園
の
、
計
七
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の

家
）
は
、
民
間
の
更
生
保
護
事
業
者
の
中
、
唯
一
、
身
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
の
な
い
〝
少
年
〞
だ
け
を
対
象
と
し
て
運
営
さ
れ
る
社
団
法
人

で
あ
）
34
（
る
。

　
⑵
　
対
象
者

　
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）
は
、
一
五
人
の
男
子
少
年
を
定
員
と
し
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
現
在
一
四
人
を
保
護
し
て
い
）
35
（
る
。

　
検
察
庁
、
裁
判
所
、
保
護
観
察
所
、
警
察
の
各
機
関
か
ら
の
少
年
委
託
の
要
請
に
応
じ
、
少
年
と
相
談
し
て
入
所
の
可
否
を
決
め
て
い

る
。
同
施
設
で
は
、
宗
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
）
に
対
し
拒
否
的
態
度
を
示
す
少
年
や
性
的
少
数
者
は
、
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
組
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織
犯
罪
や
薬
物
犯
罪
の
前
歴
の
あ
る
少
年
に
対
し
て
は
、
受
け
入
れ
の
審
査
に
慎
重
を
期
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
相
談
を
通
じ
て
入
所

ま
で
至
る
少
年
は
、
全
体
相
談
件
数
の
約
八
割
に
及
ん
で
お
り
、
積
極
的
に
少
年
を
受
け
入
れ
て
い
）
36
（

る
。

　
そ
し
て
、
同
施
設
の
入
所
少
年
は
、
施
設
の
位
置
す
る
地
域
内
（
全
州
市
）
の
少
年
を
基
本
と
し
て
お
り
、
他
地
域
の
機
関
か
ら
要
請

が
あ
っ
た
時
は
、
施
設
の
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
だ
け
、
少
年
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
、
定
員
の
約
三
分
の
二
が

地
域
内
少
年
で
、
そ
の
他
が
他
地
域
の
少
年
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
施
設
で
受
け
入
れ
て
い
る
少
年
は
、
一
四
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
の
年
齢
で
あ
る
。
た
だ
し
、
通
学
し
て
い
る
少
年
、
ま
た
は
、

職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
少
年
で
あ
れ
ば
二
〇
歳
を
超
え
た
と
し
て
も
、
施
設
で
引
き
続
き
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
）
37
（

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
入
所
少
年
の
類
型
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
施
設
を
立
ち
上
げ
た
当
初
は
、
少
年
院
（
仮
）
退
院
者
を
保

護
対
象
と
し
て
お
り
、
主
に
、
少
年
院
退
院
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
保
護
観
察
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
少
年
を
主
な
保
護

対
象
と
し
て
い
る
。
実
際
、
現
在
入
所
し
て
い
る
一
四
人
の
中
で
も
、
一
三
人
が
保
護
観
察
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
少
年
で
あ
る
。

　
⑶
　
支
援
の
内
容

　
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）
で
実
施
さ
れ
る
支
援
は
、「
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
」
第
六
五
条
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
公
団
に

よ
る
支
援
と
共
通
す
る
。
た
だ
、
創
業
支
援
や
、
住
居
支
援
等
を
含
む
通
所
支
援
を
行
わ
な
い
点
に
、
公
団
と
の
違
い
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
い
う
と
、
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）
で
は
、
衣
食
住
の
提
供
（
生
活
館
で
の
宿
食
、
小
遣
い
の
支
給
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

か
ら
始
め
、
相
談
活
動
（
個
別
・
集
団
相
談
、
専
門
心
理
検
査
、
進
路
探
索
、
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
提
供
）、
専
門
教
育
（
学
校
教
育
、
高
卒
認
定
試
験
教
育
、

人
性
教
育
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
教
育
、
言
語
・
会
話
教
育
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
、
関
心
楽
器
教
育
）、
特
別
活
動
（
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
文
化
体
験
、

性
教
育
プ
ロ
ブ
ラ
ム
、
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
等
を
実
施
し
て
い
）
38
（
る
。
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3
　
韓
国
少
年
保
護
協
会

　
⑴
　
概
　
観

　
前
項
１
・
２
の
よ
う
な
、
更
生
保
護
施
設
の
枠
組
み
に
は
入
ら
な
い
も
の
の
、
韓
国
少
年
保
護
協
会
に
よ
る
少
年
の
社
会
復
帰
事
業
が
、

少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　
韓
国
少
年
保
護
協
会
と
は
、「
保
護
少
年
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
」
第
五
一
）
39
（

条
及
び
、「
保
護
少
年
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
施
行

令
」
第
九
一
）
40
（
条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、
少
年
院
退
院
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
社
団
法
人
で
あ
る
。

　
同
協
会
は
、
韓
国
青
少
年
自
立
支
援
生
活
館
（
以
下
、
自
立
生
活
館
と
す
る
）、
創
業
保
育
企
業
、
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
（Youth 

Education Service center

の
略
称
）
の
三
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
）
41
（

る
。

　
自
立
生
活
館
は
、
少
年
院
出
院
者
を
一
時
的
に
保
護
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
を
実
施
し
、
公
団
や
民
間
の
更
生
保
護
施
設
で
の
取
組
と

類
似
し
た
役
割
を
果
た
す
。
そ
し
て
、
創
業
保
育
企
業
と
し
て
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
と
印
刷
会
社
を
運
営
し
、
少
年
ら
が
直
接
企
業
を
運

営
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
）
42
（
り
、
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
的
技
術
を
教
え
る
こ
と
で
就
労
に
繫
が
る
よ
う
職
業
訓
練
を
提
供

し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
中
で
も
、
更
生
保
護
施
設
の
基
本
的
機
能
で
あ
る
住
居
支
援
及
び
就
労
支
援
を
為
し
て
い
る
自
立
生
活

館
と
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

　
自
立
生
活
館
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
義
王
（
ウ
ィ
ワ
ン
）
市
で
初
め
て
「
ジ
ョ
ン
ミ
ョ
ン
ゼ
」
と
い
う
名
で
開
館
さ
れ
て
以
来
、
二
〇

一
八
年
五
月
現
在
、
釡
山
、
大
邱
、
光
州
、
全
北
、
江
原
、
大
田
、
安
養
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
）
43
（
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
は
、
少
年
院
と
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
特
に
、
義
王
自
立
生
活
館
は
、
ソ
ウ
ル
少
年
院
の
所
有
す
る
敷
地
内
に
施
設
が
設

け
ら
れ
て
い
）
44
（
る
。

　
一
方
、
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
で
一
箇
所
施
設
を
設
け
ら
れ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み
込
み
で
職
業
訓
練
が
で
き
る
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設
備
を
備
え
て
お
り
、
技
術
教
育
及
び
実
務
教
育
を
含
む
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
⑵
　
対
象
者

　
自
立
生
活
館
は
、
基
本
、
帰
る
場
所
の
な
い
少
年
院
退
院
者
を
優
先
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
他
に
も
、
少
年
院
等
少
年

保
護
施
設
を
仮
退
院
し
た
少
年
、
創
業
保
育
企
業
に
就
労
し
た
少
年
、
保
護
観
察
処
分
を
受
け
た
少
年
の
中
で
裁
判
所
か
ら
入
居
命
令
を

受
け
た
少
年
を
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
年
院
退
院
者
及
び
要
保
護
少
年
に
対
し
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学

校
に
通
わ
な
い
危
機
少
年
（
日
本
で
い
う
ひ
き
こ
も
り
少
年
）
及
び
青
少
年
施
設
の
居
住
者
、
国
民
基
礎
生
活
保
）
45
（

障
の
受
給
者
及
び
国
家
報

勲
対
象
）
46
（
者
、
潜
在
的
貧
困
）
47
（
層
、
ひ
と
り
親
家
庭
又
は
、
多
文
化
家
族
に
該
当
す
る
者
を
受
け
入
れ
て
い
）
48
（
る
。

　
⑶
　
支
援
の
内
容

　
自
立
生
活
館
は
、
帰
る
場
所
の
な
い
少
年
、
も
し
く
は
、
家
庭
の
保
護
環
境
が
少
年
の
更
生
に
お
い
て
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

少
年
を
受
け
入
れ
、
就
労
斡
旋
等
の
支
援
を
行
う
。
そ
し
て
、
就
労
先
か
ら
居
住
地
が
遠
く
通
勤
の
で
き
な
い
少
年
を
も
一
定
期
間
保
護

し
、
職
業
定
着
支
援
及
び
事
後
指
導
を
行
）
49
（
う
。

　
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
は
、
職
業
能
力
開
発
訓
練
と
人
性
教
育
を
内
容
と
す
る
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
）
50
（
る
。
人
性
教

育
で
は
、
企
業
家
精
神
、
組
織
社
会
で
必
要
な
態
度
、
顧
客
応
対
の
作
法
等
を
教
え
て
お
り
、
職
業
能
力
開
発
訓
練
で
は
、
実
習
を
中
心

と
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
資
格
の
習
得
、
さ
ら
に
は
、
連
携
企
業
へ
の
就
労
を
図
っ
て
い
）
51
（
る
。
自
動
車
整
備
科
、
溶
接
科
、

ゴ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
、
Ｉ
Ｔ
科
、
コ
ー
ヒ
ー
バ
リ
ス
タ
科
、
小
型
建
設
機
械
操
縦
士
科
の
六
つ
の
科
が
あ
り
、
計
六
〇
人
を
定
員
と

し
て
い
）
52
（
る
。
職
業
訓
練
の
結
果
、
溶
接
技
能
士
の
資
格
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
の
資
格
等
を
習
得
し
た
少
年
が
い
て
、
実
際
現
場
で
イ

ン
タ
ー
ン
と
し
て
就
職
し
た
少
年
も
い
る
。

　
ま
た
、
大
学
へ
進
学
し
た
少
年
も
少
な
か
ら
ず
い
）
53
（

る
。
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㈢
　
考
　
察

1
　
評
　
価

　
韓
国
で
の
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
で
、
評
価
す
べ
き
幾
つ
か
の
点
を
以
下
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
韓
国
の
更
生
保
護
事
業
の
中
核
を
成
し
て
い
る
公
団
に
よ
る
取
組
か
ら
論
ず
る
。

　
公
団
は
、
少
年
が
生
活
館
に
入
所
し
な
く
て
も
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
通
所
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
、
生
活
館
に
入
所
で
き
る
更
生
保
護
対
象
者
は
入
所
条
件
等
に
よ
り
限
定
さ
れ
、
更
生
保
護
の
支
援
が
必
要
な
者
の
す
べ
て
が
生
活

館
に
入
所
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
施
設
で
生
活
す
る
こ
と
に
偏
見
を
持
っ
て
拒
否
を
す
る
少
年
も
少
な
く
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
の
中
で
通
所
支
援
の
実
施
は
、
更
生
保
護
事
業
の
必
要
な
よ
り
多
く
の
少
年
に
、
支
援
を
施
す
方
策
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
公
団
に
よ
る
支
援
は
、
全
国
統
一
の
組
織
と
い
う
公
団
の
特
徴
か
ら
、
全
国
ど
こ
の
地
域
に
い
て
も
、
同
等

の
水
準
が
保
証
さ
れ
て
い
）
54
（

る
。
こ
れ
は
、
居
住
し
て
い
る
地
域
に
よ
ら
ず
に
少
年
に
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
で
き
る
機
会
を
与
え
る
こ
と

で
、
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
平
等
を
図
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
本
文
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
韓
国
で
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
を
実
施
す
る
機
関
は
、
公
団
の
他
に
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
少
年
に
対
す
る
支
援
を
行
う
主
体
の
多
様
性
に
つ
い
て
も
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
公
団
及
び
民
間
の
更
生
保
護
施
設
だ
け
で
な
く
、
少
年
院
退
院
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
た
少
年
保
護
協
会
の
存

在
は
、
様
々
な
選
択
肢
を
少
年
に
与
え
、
自
分
に
合
う
支
援
を
可
能
に
し
て
い
る
。
少
年
は
、
公
団
の
生
活
館
、
民
間
の
更
生
保
護
施
設
、

少
年
保
護
協
会
で
運
営
す
る
自
立
生
活
館
に
入
所
し
、
各
施
設
で
提
供
す
る
支
援
・
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
、
専
門
的
な
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、
少
年
保
護
協
会
の
運
営
す
る
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
へ
入
所
す
る

選
択
も
あ
り
得
る
。
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と
こ
ろ
で
、
韓
国
で
は
、
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し
て
、
職
業
訓
練
、
学
業
支
援
、
そ
し
て
、
心
理
相
談
が
充
実
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
も
評
価
で
き
る
。

　
ま
ず
、
職
業
訓
練
支
援
は
、
少
年
の
幅
広
い
希
望
職
種
に
対
応
し
て
お
り
、
職
業
訓
練
の
方
法
に
お
い
て
も
多
様
性
を
有
し
て
い
る
。

具
体
的
に
い
う
と
、
公
団
は
、
委
託
先
の
職
業
訓
練
校
で
の
訓
練
と
、
公
団
の
職
業
訓
練
場
で
の
訓
練
、
就
労
支
援
の
一
環
と
し
て
の
訓

練
を
し
て
、
個
々
人
の
状
況
と
希
望
に
合
う
職
業
訓
練
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
選
択
肢
を
設
け
て
い
）
55
（

る
。
公
団
の
職
業
訓
練
場
で

は
提
供
し
て
い
な
い
訓
練
を
受
け
た
い
と
か
、
一
般
の
職
業
訓
練
校
で
職
業
訓
練
の
資
格
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
委
託
先
の
職
業
訓

練
校
で
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
職
員
が
刑
務
所
出
所
者
等
に
対
す
る
理
解
が
あ
り
、
似
た
よ
う
な
過
去
を
持
っ
て
い
る
刑

務
所
出
所
者
等
同
士
で
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
の
職
業
訓
練
校
よ
り
公
団
の
職
業
訓
練
場
で
の
訓
練
を
希
望
す
る
者

も
い
て
、
そ
の
よ
う
な
者
に
は
、
公
団
の
職
業
訓
練
場
で
の
職
業
訓
練
を
受
け
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
職
業
訓
練
を
含
む
就
労
支
援
と
し

て
、「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
就
業
支
）
56
（
援
」
が
あ
り
、
就
労
ま
で
の
間
あ
る
程
度
、
時
間
的
余
裕
が
持
て
る
者
が
、
希
望
に
よ
り
、
職
業
訓
練
支
援
を
経

て
就
労
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
公
団
に
よ
る
職
業
訓
練
の
他
に
も
、
近
年
、
Ｙ
．Ｅ
．Ｓ
．セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、
少

年
が
住
み
込
み
で
職
業
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
選
択
肢
が
増
え
た
。
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
一
つ
と
し
て
職
業
訓
練

支
援
の
今
後
の
さ
ら
な
る
の
充
実
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
次
に
、
学
業
支
援
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

　
少
年
に
、
学
校
の
正
規
課
程
を
経
て
大
学
へ
進
学
又
は
就
労
に
進
む
一
連
の
課
程
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
者
の
社
会
復
帰
を
助

け
る
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
学
業
支
援
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
故
、
公
団
は
、
生
活
館
に
入
所

し
た
少
年
を
な
る
べ
く
学
校
に
通
わ
せ
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
る
。
た
だ
、
学
校
に
通
う
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
中
・
高
卒
資

格
認
定
試
験
を
受
け
る
よ
う
に
勧
め
、
試
験
の
た
め
の
塾
に
通
わ
せ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
一
二
月
現
在
、
ソ
ウ
ル
西
部
支
所
で
は
、
生

活
館
に
入
所
し
て
い
る
少
年
一
二
人
の
中
で
、
高
校
に
在
学
し
て
い
る
少
年
が
一
人
、
中
・
高
卒
資
格
認
定
試
験
を
準
備
し
て
い
る
少
年
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が
九
人
で
、
入
所
少
年
の
約
八
割
が
学
業
支
援
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
学
業
支
援
の
積
極
的
実
施
は
、
公
団
だ
け
で
な
く

民
間
の
更
生
保
護
施
設
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）
の
場
合
、
入
所
少
年
を
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
少
年
に
学
業
支
援
を
実
施
し
て
い
）
57
（
る
。

　
最
後
に
、
心
理
相
談
に
関
し
て
評
価
し
た
い
。

　
更
生
保
護
対
象
者
の
中
で
は
、
社
会
復
帰
や
家
族
関
係
等
で
悩
み
の
一
つ
や
二
つ
持
っ
て
い
る
者
が
大
半
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
だ
成
長

期
に
あ
る
少
年
に
な
る
と
、
そ
の
悩
み
の
解
決
を
一
人
で
図
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
少
年
の
改
善
更
生
・

社
会
復
帰
に
は
、
精
神
的
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
心
理
相
談
の
支
援
が
重
要
に
な
る
。
す
で
に
、
専
門
家
に
よ
る

心
理
相
談
を
実
施
し
て
い
る
公
団
の
例
は
、
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
公
団
の
各
支
部
・
支
所
で
は
、
心
理
相
談
の
資
格
を
持
つ

専
門
家
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
支
援
を
開
始
す
る
際
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
館
で
の
日
常
生
活
の
中
で
も
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、

少
年
の
日
頃
の
悩
み
に
対
応
し
つ
つ
、
更
生
へ
の
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
。

2
　
改
善
す
べ
き
点

　
一
方
、
現
在
の
韓
国
で
の
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
に
は
課
題
も
あ
り
、
そ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
更
生
保
護
事
業
に
繫
が
る
少
年
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
二
〇
一
五
年
現
在
、
少
年
院
出
院
者
の
数
は
、
二
、二

四
二
人
で
あ
っ
た
）
58
（

が
、
同
年
公
団
に
入
所
し
た
少
年
の
数
は
、
一
六
五
人
に
留
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
少
年
院
を
出
た
少
年
が
す
べ

て
更
生
保
護
事
業
を
必
要
と
す
る
者
で
は
な
く
、
少
年
院
出
院
者
の
中
で
公
団
に
入
所
し
た
少
年
の
割
合
を
単
純
計
算
し
て
、
こ
の
問
題

を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
現
実
か
ら
か
け
離
れ
た
指
摘
に
な
り
か
ね
な
い
。
た
だ
、
更
生
保
護
の
現
場
で
は
、
成
人
よ
り
少
年
の
方
が
更

生
保
護
事
業
を
求
め
て
く
る
数
が
断
然
少
な
く
、
さ
ら
に
、
近
年
、
少
年
院
仮
退
院
者
に
比
し
て
少
年
院
退
院
者
の
占
め
る
割
合
が
減
少

し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
更
生
保
護
事
業
の
必
要
な
少
年
の
多
く
が
更
生
保
護
事
業
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
現
状
を
問
題
視
す
る
こ
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と
が
で
き
よ
）
59
（
う
。

　
い
く
ら
良
い
シ
ス
テ
ム
や
制
度
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
利
用
す
る
者
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
や
制
度
の
機
能
を
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
更
生
保
護
の
場
合
も
同
じ
く
、
少
年
に
対
す
る
支
援
・
処
遇
の
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
必
要
で
あ

る
者
に
行
き
届
か
な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
実
際
、
更
生
保
護
事
業
が
必
要
な
少
年
の
中
で
は
、
自
分
が

そ
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
い
な
い
者
や
、
そ
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
い
る
も
の
の
束
縛
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
更
生
保
護
事

業
を
拒
む
者
も
少
な
く
な
い
。
特
に
後
者
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
少
年
院
を
出
た
少
年
が
、
一
旦
実
家
に
戻
っ
た
が
家
出
を
し
、
友
達
の

家
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
を
転
々
す
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
少
年
が
再
非
行
・
再
犯
に
及
ぶ
危
険
が
あ
る
こ
と
は
十
分

に
予
想
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
更
生
保
護
事
業
の
必
要
な
少
年
に
そ
の
必
要
性
を
気
付
か
せ
、
支
援
を
施
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
少

年
院
で
の
指
導
の
中
で
、
更
生
保
護
事
業
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
や
、
社
会
復
帰
に
お
い
て
更
生
保
護
事
業
の
持
つ
重

要
性
を
教
え
る
こ
と
、
少
年
院
と
公
団
、
民
間
更
生
保
護
施
設
、
そ
し
て
、
少
年
保
護
協
会
の
間
で
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
更
生
保
護
事

業
の
必
要
な
少
年
が
少
年
院
を
出
て
す
ぐ
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
少
年
院
と
、
公
団
及
び
民
間
の
更
生
保
護
施
設
、
少
年
保
護
協
会
の
連
携
の
他
、
少
年
の
更
生
保
護
を
担
う
機
関
の
間
で
も
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
公
団
と
民
間
の
更
生
保
護
施
設
及
び
少
年
保
護
協
会
の
間
で
、
交
流
と
連
携
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
各
機
関
は
、
少
年
の
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
の
た
め
の
支
援
及
び
処
遇
を
行
う
点
が
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、

お
互
い
に
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
交
換
の
た
め
の
場
を
定
期
的
に
設
け
た
り
、
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
各
機

関
が
連
携
を
図
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
少
年
に
対
す
る
支
援
・
処
遇
の
質
的
向
上
が
図
ら
れ
、
少
年
の
様
々
な
ケ
ー
ス
に
各
機
関
や
職
員
が

一
緒
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
機
関
が
個
別
に
支
援
体
制
の
改
善
を
試
み
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
が
、
同
じ
目
標
を
有
し
て
い
る
機
関
同
士
が
協
力
し
合
う
こ
と
は
、
効
率
面
に
お
い
て
も
推
奨
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
少
年
の
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
公
団
や
民
間
更
生
保
護
施
設
の
生
活
館
に
入
所
す
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る
少
年
の
中
に
は
、
す
で
に
家
庭
が
崩
壊
し
帰
る
家
の
な
い
少
年
や
、
関
係
を
修
復
す
べ
き
家
族
の
い
な
い
少
年
が
い
る
反
面
、
関
係
修

復
が
求
め
ら
れ
る
家
族
を
持
つ
少
年
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
少
年
に
、
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
は
、
少
年
の
改
善
更
生
・
社
会

復
帰
を
果
た
す
上
で
、
有
効
な
役
割
を
担
う
と
思
わ
れ
）
60
（
る
。
そ
れ
に
、
公
団
は
二
〇
一
四
年
か
ら
す
で
に
、
法
務
保
護
家
族
教
育
院
と
い

う
施
設
を
設
け
、 

家
族
心
理
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
家
族
親
和
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
業
支
援
等
を
通
じ
て
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
）
61
（

る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
支
援
の
対
象
は
、
成
人
の
更
生
保
護
対
象
者
に
限
定
さ
れ
、
少
年
の
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援

と
し
て
は
機
能
し
て
い
な
い
。
現
在
の
家
族
関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
の
シ
ス
テ
ム
を
十
分
活
用
し
、
今
後
は
、
少
年
に
対
す
る
家
族

関
係
の
修
復
に
向
け
た
支
援
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

四
　
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
今
後
の
在
り
方

　
本
稿
で
は
、
日
本
と
韓
国
両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
現
状
を
確
認
し
、
評
価
す
べ
き
点
や
課
題
点
等
に
つ
い

て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
、
結
論
と
し
て
、
現
在
日
本
の
更
生
保
護
施
設
が
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
に
お
い

て
直
面
し
て
い
る
限
界
へ
の
改
善
案
を
提
示
し
、
今
後
、
日
本
に
お
け
る
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
の
在
り
方
を
論
ず
る
こ
と
に
す

る
。

　
第
一
に
、
更
生
保
護
事
業
の
必
要
な
少
年
が
よ
り
多
く
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
通
所
型
更
生
保
護
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　
問
題
の
所
在
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
少
年
院
退
院
者
の
僅
か
な
人
員
だ
け
が
更
生
保
護
施
設
又
は
自
立
準
備
ホ
ー
ム
へ
帰
住

し
、
更
生
保
護
事
業
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
更
生
保
護
事
業
を
必
要
と
す
る
少
年
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
と

説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
筆
者
は
、
少
年
院
退
院
者
の
中
で
も
帰
住
先
の
な
い
少
年
、
す
な
わ
ち
住
居
支
援
が
必
要

な
少
年
だ
け
が
更
生
保
護
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
、
よ
り
大
き
い
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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少
年
院
退
院
者
の
中
に
は
、
住
居
支
援
以
外
の
更
生
保
護
事
業
を
必
要
と
す
る
少
年
も
多
く
い
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
旦
自
宅

に
戻
っ
た
も
の
の
、
な
か
な
か
就
職
で
き
な
い
者
や
、
家
族
関
係
・
交
友
関
係
に
問
題
を
抱
え
、
心
理
相
談
を
必
要
と
す
る
者
等
が
考
え

ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
制
度
上
、
且
つ
、
実
務
上
、
こ
れ
ら
の
少
年
が
更
生
保
護
施
設
へ
入
所
せ
ず
に
必
要
な
更
生
保
護
事
業

を
受
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
韓
国
の
例
の
よ
う
に
通
所
支
援
を
実
施
し
、
更
生
保
護
施
設
に
入
所
し
な
く
て
も
更
生
保

護
事
業
が
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
す
べ
て
の
更
生
保
護
施
設
で
就
労
支
援
や
心
理
相
談
等
の
通
所
型
更

生
保
護
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
人
的
・
物
的
資
源
に
お
け
る
限
界
が
あ
る
民
間
の
更
生
保
護
施
設
に
さ
ら
な
る
負
担
と
な
り
か
ね

な
）
62
（

い
。
よ
っ
て
、
各
地
域
に
通
所
型
更
生
保
護
事
業
を
行
う
一
つ
の
施
設
を
指
定
す
る
方
法
や
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
増
設
や
機

能
拡
大
を
通
じ
て
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
を
通
所
型
更
生
保
護
事
業
の
行
う
施
設
と
す
る
方
法
に
よ
り
、
通
所
型
更
生
保
護
事
業
を
実

現
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
少
年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し
て
、
精
神
的
支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

少
年
に
対
す
る
精
神
面
に
お
け
る

支
援
は
、
少
年
の
精
神
的
弱
さ
や
少
年
の
持
つ
可
塑
性
と
い
う
特
性
か
ら
し
て
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
で
に
現

場
で
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、
更
生
保
護
施
設
の
職
員
が
個
人
処
遇
と
し
て
少
年
ら
の
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

保
護
者
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
・
二
㈢
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
よ
り
専
門
的
な
心
理
相
談
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
。
公
団
の
各
支
部
・
支
所
に
心
理
相
談
専
門
職
を
配
置
し
て
い
る
韓
国
の
例
の
よ
う
に
、
少
年
を
受
け
入
れ
る
施
設
に
限
定
し

相
談
専
門
職
を
配
置
す
る
こ
と
や
、
児
童
相
談
所
と
の
連
携
を
図
り
定
期
的
に
相
談
専
門
職
に
来
て
も
ら
う
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
精
神
的

支
援
の
質
的
向
上
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
少
年
に
対
す
る
学
業
支
援
や
職
業
訓
練
等
と
い
っ
た
教
育
関
連
支
援
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　
現
在
、
更
生
保
護
施
設
に
居
住
し
な
が
ら
通
学
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
中
・
高
卒
資
格
認
定
試
験
の
受
験
に
意
気
込
む
少
年
が

い
な
く
も
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
仕
事
と
並
行
し
な
が
ら
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
に
あ
る
た
め
、
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
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が
大
変
難
し
）
63
（
い
。
そ
れ
故
、
現
在
の
更
生
保
護
施
設
で
、
学
業
支
援
の
機
能
は
ほ
と
ん
ど
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
良
い
。

　
し
か
し
、
他
の
多
く
の
少
年
た
ち
と
一
緒
に
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
は
、
学
力
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
性
を
養
う
契
機
に
も
な
る
で
あ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
学
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
健
全
な
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
他
の
少
年
た
ち
が

当
然
の
よ
う
に
経
験
す
る
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
経
験
で
き
る
よ
う
そ
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
自
体
が
、
更
生
へ
の
意
欲
に
繫
が
り
少
年
が

立
ち
直
る
原
動
力
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
基
本
的
学
力
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
少
年
が
よ
り
容
易
に
社
会
に
溶
け
込
む
こ
と
に
有

利
に
働
く
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
基
本
的
学
力
に
加
え
、
就
職
や
仕
事
の
仕
方
を
教
え
た
り
、
技
術
を
持
た
せ
た
り
す
る
こ
と
も
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
自
立
更

生
促
進
セ
ン
タ
ー
が
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
は
い
る
も
の
の
、
学
業
支
援
と
同
様
、
現
在
の
更
生
保
護
施
設
で
職
業
訓
練
支
援
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
職
業
訓
練
も
当
然
、
少
年
の
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
に
お
い
て
必
要
な
教
育
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
少

年
に
対
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し
て
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
職
業
訓
練
支
援
を
行
う
幾
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
地
域
拠
点
の
更
生
保
護
施
設
を
指
定
す
る
方
法
、
一

般
の
職
業
能
力
開
発
校
と
連
携
す
る
方
法
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
を
各
地
域
に
設
置
す
る
方
法
等
で
あ
る
。
地
域
拠
点
の
更
生
保
護

施
設
を
指
定
す
る
方
法
は
、
す
で
に
更
生
保
護
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
犯
罪
者
へ
の
理
解
が
あ
り
、
犯
罪
者
の
処
遇
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
専
門
機
関
が
職
業
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
犯
罪
者
に
特
化
し
た
職
業
訓
練
を
実
現
で
き
る
長
所
が
あ
る
一
方
、
今
の
更
生
保

護
施
設
の
規
模
で
は
、
多
様
な
職
種
や
レ
ベ
ル
に
対
応
し
て
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
次
に
、
職
業

能
力
開
発
校
に
職
業
訓
練
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
、
専
門
的
且
つ
多
様
な
職
業
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
職
業

能
力
開
発
校
の
協
力
が
必
須
で
あ
る
。
一
方
、
各
地
域
に
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
職
業
訓
練
支
援
を
実
施
す
る
方
法
は
、

対
象
者
に
特
化
さ
れ
た
専
門
的
支
援
が
期
待
で
き
る
が
、
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
を
全
国
に
建
て
る
に
は
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
や
設
置
に
か
か
る
費
用
と
マ
ン
パ
ワ
ー
等
の
問
題
で
、
実
現
が
か
な
り
難
し
い
と
予
想
さ
れ
る
。
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こ
の
う
ち
、
今
の
時
点
で
最
も
実
現
の
可
能
性
が
高
い
方
法
は
、
職
業
能
力
開
発
校
と
連
携
し
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
方
法
で
あ
ろ
う
。

職
業
能
力
開
発
校
と
法
務
省
が
直
接
連
携
を
図
り
、
更
生
保
護
事
業
と
し
て
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
方
法
や
、
厚
生
労
働
省
の
協
力
を
得

て
、
求
職
者
支
援
制
）
64
（
度
を
活
用
し
、
更
生
保
護
事
業
の
対
象
で
あ
る
少
年
が
職
業
訓
練
を
受
け
る
方
法
等
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
た
だ
、
将
来
的
に
は
、
地
域
拠
点
の
更
生
保
護
施
設
か
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
職
業
訓
練
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の

体
制
を
作
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
更
生
保
護
事
業
と
し
て
の
職
業
訓
練
に
は
、
更
生
保
護
の
対
象
者
に
特
化
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
体
制
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
、
更
生
保
護
施
設
に
入
所
し
た
者
だ
け
が
更
生
保
護
事
業
を
受
け
ら
れ
る
構
造
や
、
そ
の
更
生
保
護
事
業
を
受

け
ら
れ
る
期
間
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
て
、
新
し
く
導
入
す
る
職
業
訓
練
支
援
は
、
更
生
保
護
施
設
に
入
所
し
な
く
て

も
受
け
ら
れ
る
更
生
保
護
事
業
と
し
て
通
所
支
援
の
形
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
職
業
訓
練
の
通
所
支
援
化
を
含
む
通
所
型
更

生
保
護
事
業
の
導
入
に
は
、
現
在
の
法
制
度
を
見
直
し
、
再
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
更
生
保
護
事
業
は
、
継
続
保
護
事
業
、
一

時
保
護
事
業
、
連
絡
助
成
事
業
で
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
分
類
に
属
し
な
い
処
遇
や
支
援
（
例
え
ば
、
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
薬
物
依
存

に
関
す
る
処
遇
等
）
の
場
合
、
実
際
は
更
生
保
護
事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
上
の
更
生
保
護
事
業
に
属
し
な
い
矛
盾
が
生
じ

て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
新
し
い
更
生
保
護
事
業
と
し
て
通
所
型
更
生
保
護
事
業
の
導
入
に
お
い
て
も
同
様
に
生
じ
る
と
思
わ
れ
、

改
め
て
現
在
の
更
生
保
護
事
業
の
関
連
法
制
度
を
検
討
す
る
必
要
を
感
じ
る
が
、
そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

﹇
付
記
﹈
本
論
文
は
平
成
三
〇
年
度
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
二
九
年
版
犯
罪
白
書
』（
二
〇
一
八
）
一
二
四
頁
。

（
2
）  

小
林
淳
雄
「
更
生
保
護
施
設
入
所
少
年
等
に
対
す
る
処
遇
連
携
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
に
つ
い
て
」
更
生
保
護
と
犯
罪
予
防
第
第
三
七
巻
第
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一
号
（
二
〇
〇
三
）
一
二
二
頁
。

（
3
）  

拙
稿
「
起
訴
猶
予
者
の
再
犯
防
止
に
向
け
た
更
生
保
護
施
設
の
在
り
方

―
入
口
支
援
の
実
施
を
踏
ま
え
て
」
法
学
政
治
学
論
究
第
一
一
二
号

（
二
〇
一
七
）
二
七
四
頁
。

（
4
）  
更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｈ
Ｐ
・http://w

w
w.kouseihogo-net.jp/hogohoujin/institution.htm

l

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
八
年
七
月
一

三
日
）。

（
5
）  
百
瀬
覚
由
「
更
生
保
護
施
設
に
お
け
る
少
年
の
処
遇
と
立
ち
直
り
」
犯
罪
社
会
学
研
究
第
四
〇
号
（
二
〇
一
五
）
四
九
頁
。

（
6
）  

更
生
保
護
法
人
「
紫
翠
苑
」
二
〇
一
七
年
一
〇
月
五
日
の
聞
き
取
り
に
よ
り
。

（
7
）  

百
瀬
・
前
掲
注
（
5
）
四
一
〜
四
二
頁
。

（
8
）  

百
瀬
・
前
掲
注
（
5
）
四
九
〜
五
〇
頁
。
全
国
更
生
保
護
法
人
連
盟
『
更
生
保
護
施
設
入
所
少
年
等
に
対
す
る
処
遇
連
携
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
（
最
終
報
告
書
）』（
二
〇
〇
三
）
二
九
頁
。

（
9
）  

更
生
保
護
法
人
立
正
園
『
平
成
29
年
度
活
動
報
告
』（
二
〇
一
八
）
四
〜
六
頁
。

（
10
）  

百
瀬
・
前
掲
注
（
5
）
四
九
頁
。

（
11
）  

平
成
二
六
年
三
月
総
務
省
行
政
評
価
局
『
刑
務
所
出
所
者
等
の
社
会
復
帰
支
援
対
策
に
関
す
る
行
政
評
価
・
監
視
　
結
果
報
告
書
』（
二
〇
一

四
）
六
六
〜
六
七
頁
。

（
12
）  

小
林
淳
雄
「
北
の
大
地
で
少
年
を
育
む

―
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
」
罪
と
罰
第
四
五
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
八
）
二
一

頁
、
小
林
淳
雄
「
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
」
犯
罪
と
非
行
第
一
五
九
号
（
二
〇
〇
九
）
一
二
六
〜
一
二
七
頁
、
法
務

省
保
護
局
観
察
課
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
班
「
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

―
改
善
更
生
を
支
え
る
地
域
の
力
」
研
修
第

七
三
〇
号
（
二
〇
〇
九
）
四
五
頁
。

（
13
）  

こ
れ
ら
の
事
項
は
、
沼
田
町
と
結
ん
だ
協
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
要
件
で
あ
る
。

（
14
）  

年
齢
条
件
に
関
し
て
は
、
実
際
の
二
六
歳
未
満
と
い
う
条
件
よ
り
、
厳
し
く
適
用
し
、
現
在
ま
で
の
実
績
か
ら
鑑
み
て
、
二
〇
歳
ま
で
の
者
だ

け
を
受
け
入
れ
て
い
る
（
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
七
年
九
月
五
日
の
聞
き
取
り
に
よ
り
）。

（
15
）  

沼
田
町
就
農
支
援
協
議
会
は
、
就
農
希
望
者
へ
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
（
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・

前
掲
注
（
14
））。

（
16
）  

沼
田
町
就
農
実
習
農
場
は
、
沼
田
町
セ
ン
タ
ー
で
生
活
す
る
少
年
の
他
に
も
、
農
業
後
継
者
、
新
規
就
農
希
望
者
に
農
業
実
習
を
行
っ
て
い
る
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（
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
前
掲
注
（
14
））。

（
17
）  

小
林
・
前
掲
注
（
12
）「
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
、
小
林
・
前
掲
注
（
12
）「
北
の
大
地
で
少
年
を
育

む

―
沼
田
町
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
六
頁
、
法
務
省
保
護
局
観
察
課
自
立
更
生
促
進
セ
ン
タ
ー
班
・
前
掲
注
（
12
）
四
五

〜
四
六
頁
。

（
18
）  
更
生
保
護
法
人
「
紫
翠
苑
」・
前
掲
注
（
6
）、
更
生
保
護
法
人
「
少
年
の
家
」
二
〇
一
八
年
六
月
一
四
日
の
聞
き
取
り
に
よ
り
。

（
19
）  

「
少
年
法
」（
法
律
第
一
万
二
一
九
二
号
二
〇
一
四
年
一
月
七
日
一
部
改
正
）
第
四
条
（
保
護
の
対
象
と
送
致
及
び
通
告
）
第
一
項
　
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
少
年
は
、
少
年
部
の
保
護
事
件
と
し
て
審
理
す
る
。

 

　
一
．
罪
を
犯
し
た
少
年

 

　
二
．
刑
罰
法
令
に
抵
触
す
る
行
為
を
し
た
一
〇
歳
以
上
一
四
歳
未
満
で
あ
る
少
年

（
20
）  

二
〇
一
二
年
に
少
年
犯
の
人
員
が
一
時
的
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
学
校
暴
力
が
社
会
問
題
と
し
て
浮
上
し
、
学
校
暴
力
へ
の
頑
固
な

対
応
が
と
ら
れ
た
故
の
現
象
で
あ
る
と
い
え
る
（
여
성
가
족
부
『
2
0
1
7
년
청
소
년
백
서
』（
2
0
1
8
）
4
0
4
쪽
）。

（
21
）  

こ
こ
で
交
通
犯
罪
は
、「
道
路
交
通
法
」、「
交
通
事
故
処
理
特
例
法
」、「
特
定
犯
罪
加
重
処
罰
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
犯
罪
と
さ
れ
た
行
為

を
指
す
（
여
성
가
족
부
・
前
掲
注
（
20
）
4
0
6
쪽
）。

（
22
）  

법
무
연
수
원
『
2
0
1
6
년
범
죄
백
서
』（
2
0
1
7
）
5
5
9
쪽
．

（
23
）  

법
무
연
수
원
・
前
掲
注
（
22
）
5
7
4
쪽
．

（
24
）  

裁
判
所
の
少
年
部
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
少
年
部
と
地
方
裁
判
所
の
少
年
部
、
そ
し
て
、
家
庭
支
院
の
こ
と
を
い
い
、
二
〇
一
六
年
度
現
在
全

国
一
三
か
所
あ
る
（
여
성
가
족
부
・
前
掲
注
（
20
）
4
3
9
쪽
）。

（
25
）  

二
〇
一
六
年
度
現
在
、
少
年
犯
罪
者
六
万
六
六
九
人
の
中
、
六
一
一
三
人
が
起
訴
さ
れ
、
三
万
二
、二
三
五
人
が
不
起
訴
処
分
を
受
け
て
い
る

（
대
검
찰
청
『
2
0
1
7
년
범
죄
분
석
』（
2
0
1
8
）
7
1
2
‐
7
1
3
쪽
）。

（
26
）  

条
件
付
起
訴
猶
予
制
度
は
「
少
年
法
」
第
四
九
条
の
三
に
基
づ
き
、
捜
査
の
終
結
段
階
で
検
察
官
が
被
疑
者
に
損
害
賠
償
、
一
定
の
地
域
で
の

出
入
り
禁
止
、
又
は
受
講
命
令
の
履
行
等
、
一
定
の
義
務
、
あ
る
い
は
負
担
を
課
し
、
こ
れ
ら
を
履
行
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
公
訴
提
起
を
免

ず
る
制
度
の
こ
と
を
い
う
（
拙
稿
「
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
薬
物
依
存
に
対
す
る
処
遇
の
在
り
方
―
―
条
件
付
起
訴
猶
予
制
度
を
活
用
し
た
取
組

の
提
言
」
法
学
政
治
学
論
究
第
一
一
五
号
（
二
〇
一
七
）
二
五
九
頁
）。
条
件
付
起
訴
猶
予
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
議
論
は
、
太
田
達
也
「
起
訴

猶
予
と
再
犯
防
止
措
置

―
積
極
的
活
用
と
条
件
付
起
訴
猶
予
の
導
入
に
向
け
て

―
」
法
律
時
報
第
八
九
巻
第
四
号
六
〜
一
一
頁
、
趙
均
錫
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「
韓
国
に
お
け
る
条
件
付
き
起
訴
猶
予
の
運
用
実
態
と
改
善
方
策
」
井
田
良
ほ
か
編
『
椎
橋
隆
幸
先
生
古
稀
記
念
・
新
時
代
の
刑
事
法
学
（
下

巻
）』
信
山
社
（
二
〇
一
六
）
六
三
〇
〜
六
五
五
頁
、
太
田
達
也
「
条
件
付
起
訴
猶
予
に
関
す
る
一
考
察
」
井
田
良
ほ
か
編
『
椎
橋
隆
幸
先
生
古

稀
記
念
・
新
時
代
の
刑
事
法
学
（
下
巻
）』
信
山
社
（
二
〇
一
六
）
二
六
一
〜
二
九
六
頁
を
参
照
。

（
27
）  
여
성
가
족
부
・
前
掲
注
（
20
）
4
0
7
‐
4
0
8
쪽
．

（
28
）  
이
은
영
「
소
년
사
법
제
도
의 

엄
벌
화 

경
향
에 

대
한 

비
판
적
고
찰
」　
교
정
복
지
연
구
제
42
호
　（
2
0
1
6
）
35
‐
40
쪽
，
안
윤
숙
，
김
홍

주
「
소
년
범
죄
자 

재
범
방
지
를 

위
한 

중
간
처
우
시
설
의 

효
율
적 

운
영
방
안
‐
미
국
의 

중
간
처
우 

시
설 

사
례
분
석
을 

중
심
으
로
‐
」　
한

국
범
죄
학
　
제
9
권
　
3
호
　（
2
0
1
5
）
1
6
7
쪽
．

（
29
）  

「
少
年
法
」・
前
掲
注
（
19
）
第
一
条
（
目
的
）　
こ
の
法
律
は
、
反
社
会
性
の
あ
る
少
年
の
環
境
の
調
整
と
品
行
の
矯
正
の
た
め
の
保
護
処
分

等
の
必
要
な
措
置
を
行
い
、
刑
事
処
分
に
対
す
る
特
別
措
置
を
す
る
こ
と
で
少
年
が
健
全
で
成
長
す
る
こ
と
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
30
）  

京
畿
南
部
支
所
は
、
元
々
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
さ
れ
、
成
人
女
性
及
び
女
子
少
年
を
主
な
保
護
対
象
と
し
な
が
ら
女
子
専
用
の
生

活
館
を
運
営
し
て
い
て
、
男
子
少
年
に
対
す
る
就
業
支
援
、
進
学
支
援
等
も
併
せ
て
行
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
八
年
一
月
か
ら
組
織
改

編
に
よ
っ
て
京
畿
南
部
支
所
に
変
更
さ
れ
、
生
活
館
は
依
然
と
し
て
女
子
専
用
で
運
営
す
る
も
の
の
、
他
の
更
生
保
護
事
業
に
関
し
て
は
、
男
女

問
わ
ず
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
（
韓
国
法
務
保
護
福
祉
公
団
京
畿
南
部
支
所
二
〇
一
八
年
二
月
七
日
の
聞
き
取
り
に
よ
り
）。

（
31
）  

更
生
保
護
事
業
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
二
項
参
照
。

（
32
）  

た
だ
、
更
生
保
護
の
対
象
者
は
「
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
」
第
三
条
第
三
項
の
要
件
を
満
た
し
な
が
ら
、
親
族
又
は
、
縁
故
者
等
か
ら
の

援
助
を
受
け
ら
れ
な
い
か
、
又
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
協
力
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
と
判
断
さ
れ
る
（「
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
」
第
四
〇
条
第
一
項
）
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
33
）  

就
労
支
援
の
場
合
、
ソ
ウ
ル
西
部
支
所
で
は
計
画
人
員
に
比
す
る
実
績
人
員
の
割
合
が
約
七
六
％
に
留
ま
る
一
方
、
公
団
全
体
と
し
て
は
、
約

一
〇
四
％
に
及
ん
で
お
り
、
少
年
に
対
す
る
就
労
支
援
は
成
人
の
そ
れ
と
比
べ
、
比
較
的
消
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
学
業
支
援
や
職
業
訓
練
、
心
理
相
談
の
場
合
、
ソ
ウ
ル
西
部
支
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
約
一
三
五
％
、
約
一
四
六
％
、
約
二
〇
五
％
を

占
め
て
い
る
反
面
、
公
団
全
体
と
し
て
は
、
約
一
二
一
％
、
約
一
一
八
％
、
約
一
一
九
％
に
留
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
成
人
よ
り
は
少

年
に
対
し
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
34
）  

이
원
복 

외 

3
명
『
재
범
방
지
를 

위
한 

범
죄
자
처
우
의 

과
학
화
에 
관
한 
연
구
（
Ⅱ
）‐
출
소
자 

재
범 

방
지
를 

위
한 

민
간
전
문
시

설 

확
충
방
안: 

종
교
단
체
의 

참
여
확
대
방
안
을 

중
심
으
로
‐
』（
2
0
1
1
）
1
4
7
쪽
．
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（
35
）  

一
時
期
、
女
子
少
年
も
受
け
入
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
男
子
少
年
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る
（
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）
二
〇
一

七
年
一
〇
月
一
七
日
の
聞
き
取
り
に
よ
り
）。

（
36
）  

ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）・
前
掲
注
（
35
）。

（
37
）  
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）・
前
掲
注
（
35
）。

（
38
）  
이
원
복 

외 

・
前
掲
注
（
34
）
1
5
1
쪽
．

（
39
）  

「
保
護
少
年
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
」（
法
律
第
一
万
四
一
〇
五
号
二
〇
一
六
年
三
月
二
九
日
一
部
改
正
）
第
五
一
条
（
少
年
保
護
協
会
）
第

一
項
　
保
護
少
年
等
を
善
導
す
る
た
め
、
法
務
部
長
官
の
監
督
の
下
、
少
年
の
善
導
に
関
す
る
学
識
と
経
験
の
豊
富
な
人
事
で
構
成
さ
れ
る
少
年

保
護
協
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
40
）  

「
保
護
少
年
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」（
大
統
領
令
第
二
万
七
四
七
九
号
二
〇
一
六
年
九
月
五
日
一
部
改
正
）
第
九
一
条
（
支
部
等
の

設
置
）　
法
第
五
一
条
に
拠
っ
て
設
置
さ
れ
た
少
年
保
護
協
会
（
以
下
〝
協
会
〞
と
す
る
）
は
、
所
管
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
支

部
又
は
、
支
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
41
）  

「
保
護
少
年
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」・
前
掲
注
（
40
）
第
九
八
条
（
協
会
の
事
業
）　
第
一
項
①
保
護
少
年
等
に
対
す
る
教
育
活
動

の
支
援
、
②
自
立
支
援
施
設
の
運
営
等
に
よ
り
少
年
院
出
院
者
の
社
会
定
着
の
た
め
の
支
援
、
③
青
少
年
に
関
す
る
研
究
、
資
料
の
発
刊
と
学
術

団
体
へ
の
支
援
、
④
青
少
年
に
関
す
る
善
導
・
福
祉
事
業
、
⑤
そ
の
他
、
協
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
事
業
。

（
42
）  

創
業
保
育
企
業
と
し
て
、
印
刷
・
デ
ザ
イ
ン
業
（
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｉ
Ｚ
）、
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
（
想
像
ド
リ
ー
ム
カ
フ
ェ
）、
カ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
想
像
ド
リ
ー
ム
カ
ー
ケ
ア
）、
チ
キ
ン
屋
、
洗
車
場
等
全
国
に
九
つ
の
事
業
体
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
企
業
で
の
収
益
は
す
べ
て
、
少
年
の

創
業
保
育
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
（
박
성
훈 
외
3
명
『
소
년
원
생
의 

안
정
적 

사
회
정
착
을 

위
한 

실
태
조
사 

및 

정
책
지
원
방
안 

연

구
（
Ⅰ
）』（
2
0
1
7
）
82
쪽
）。

（
43
）  

김
지
선
「
소
년
원 

퇴
원
자
의 

사
회
복
귀 

프
로
그
램 

효
율
성 
제
고
」
소
년
보
호
연
구 

제
10
호
（
2
0
0
7
）
1
3
9
쪽
，
법
무
연
수
원
・

前
掲
注
（
10
）
6
5
3
‐
6
5
4
쪽
．

（
44
）  

서
은
경
，
윤
옥
경
「
퇴
소
청
소
년
을 

위
한 

자
립
지
원 

시
설
의 
현
황
과 

개
선
방
안
」　
소
년
보
호
연
구 

제
11
호
（
2
0
0
8
）
1
2
6
쪽
，

대
검
찰
청
『
2
0
1
7
년 

법
무
연
감
』（
2
0
1
8
）
2
2
2
쪽
．

（
45
）  

日
本
の
生
活
保
護
に
該
当
す
る
。

（
46
）  

「
国
家
報
勲
基
本
法
」（
法
律
第
一
四
四
五
九
号
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
〇
日
一
部
改
正
）
第
三
条
（
定
義
）
第
二
項
　〝
国
家
報
勲
対
象
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者
〞
と
は
、
犠
牲
・
貢
献
者
と
そ
の
遺
族
又
は
家
族
と
し
て
、
国
家
報
勲
関
係
の
法
令
の
適
用
対
象
者
に
な
り
、
そ
の
礼
遇
及
び
支
援
を
受
け
る

者
を
い
う
。

（
47
）  

生
活
保
護
受
給
の
対
象
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
低
所
得
層
の
こ
と
を
い
う
。

（
48
）  
韓
国
少
年
保
護
協
会
Ｈ
Ｐ
・http://w

w
w.kjpa.or.kr

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
八
年
七
月
一
三
日
）。

（
49
）  
서
은
경
，
윤
옥
경
・
前
掲
注
（
44
）
1
2
6
‐
1
2
7
쪽
．

（
50
）  
教
育
課
程
は
、
年
間
四
六
週
間
以
上
、
一
、四
〇
〇
時
間
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
職
業
能
力
開
発
訓
練
と
人
性
教
育
が
そ
れ
ぞ

れ
、
七
〇
％
、
三
〇
％
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

（
51
）  

韓
国
少
年
保
護
協
会
Ｈ
Ｐ
・
前
掲
注
（
45
）。

（
52
）  

대
검
찰
청
・
前
掲
注
（
44
）
2
2
3
쪽
．

（
53
）  

박
성
훈 

외
５
명
・
前
掲
注
（
42
）
82
쪽
．

（
54
）  

太
田
達
也
「
韓
国
に
お
け
る
更
生
保
護
事
業
の
特
色
と
刑
事
政
策
的
意
義
（
二
・
完
）」
法
学
研
究
七
七
巻
七
号
（
二
〇
〇
四
）
一
一
六
頁
。

（
55
）  

職
業
訓
練
は
、
通
所
支
援
で
あ
り
、
自
宅
に
居
住
し
て
い
る
少
年
で
あ
る
か
、
民
間
の
更
生
保
護
施
設
に
入
所
し
た
少
年
で
あ
る
か
を
問
わ
ず

に
、
実
施
さ
れ
る
。
た
だ
、
公
団
の
職
業
訓
練
場
で
の
職
業
訓
練
を
受
け
る
者
は
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
、
公
団
の
生
活
館
で
居
住
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
56
）  

雇
用
労
働
部
と
の
協
力
を
得
て
二
〇
一
一
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
事
業
と
し
て
、
個
人
別
に
作
成
さ
れ
た
就
業
支
援
計
画
に
沿
っ
て
、
段
階
的
且

つ
統
合
的
な
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
対
象
者
が
就
職
に
成
功
し
た
場
合
、
就
業
者
と
事
業
主
に
そ
れ
ぞ
れ
、〝
就
業
成
功
手
当
〞
と

〝
雇
用
促
進
支
援
金
〞
を
支
給
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
（
신
성
만
「
출
소
자 

지
역
사
회 

재
활
서
비
스
의 

국
내
외 

현
황
과 

시
사
점
」
보

호
관
찰 

제
14
권 

2
호 

（
2
0
1
4
）
1
7
1
쪽
）。

（
57
）  

二
〇
一
七
年
一
〇
月
現
在
、
中
学
生
一
人
、
高
校
生
七
人
、
大
学
生
一
人
、
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
が
五
人
で
あ
る
が
、
こ
の
職
業
訓
練

を
受
け
て
い
る
者
は
、
す
べ
て
高
校
を
卒
業
し
た
者
で
あ
る
（
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）・
前
掲
注
（
35
））。

（
58
）  

대
검
찰
청
・
前
掲
注
（
44
）
4
5
0
쪽
．

（
59
）  

韓
国
法
務
保
護
福
祉
公
団
ソ
ウ
ル
西
部
支
所
二
〇
一
八
年
二
月
六
日
の
聞
き
取
り
に
よ
り
。
ヤ
ン
ジ
ト
ム
（
天
使
の
家
）・
前
掲
注
（
35
）。

（
60
）  

이
형
섭
，
민
원
홍
「
소
년
가
석
방
자
의 

재
범 

위
험 

요
인
에 

관
한 

연
구
」　
교
정
연
구
　
제
44
호
（
2
0
0
9
） 

2
1
4
쪽
．

（
61
）  

家
族
心
理
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
家
族
深
化
相
談
（
個
人
相
談
、
夫
婦
相
談
、
家
族
相
談
）、
家
族
心
理
検
査
、
そ
し
て
、
家
族
集
団
相
談
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（
二
家
族
以
上
の
家
族
で
相
談
）
で
、
家
族
親
和
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
家
族
教
育
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
講
義
）、
家
族
キ
ャ
ン
プ
、
文
化
体
験
行

事
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
法
務
保
護
家
族
教
育
院
二
〇
一
八
年
二
月
七
日
の
聞
き
取
り
に
よ
り
）。

（
62
）  

太
田
・
前
掲
注
（
54
）
一
二
二
〜
一
二
四
頁
。

（
63
）  
更
生
保
護
法
人
「
少
年
の
家
」・
前
掲
注
（
18
）。

（
64
）  
求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
の
就
職
を
目
指
す
た
め
の

制
度
で
あ
り
（
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
・https://w

w
w.m
hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyushokusha_shien/

index.htm
l

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
八
年
七
月
一
三
日
）、「
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
に
基
づ
く
。

朴
　
珠
熙
（
パ
ク
　
ジ
ュ
ヒ
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会
　
　
日
本
刑
法
学
会
、
日
本
刑
事
政
策
研
究
会

専
攻
領
域
　
　
刑
事
政
策

主
要
著
作
　
　 「
起
訴
猶
予
者
の
再
犯
防
止
に
向
け
た
更
生
保
護
施
設
の
在
り
方

―
入
口
支
援
の

実
施
を
踏
ま
え
て
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
二
号
（
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　
　 「
社
会
的
企
業
を
活
用
し
た
更
生
保
護
施
設
の
就
労
支
援

―
韓
国
に
お
け
る
社
会

的
企
業
の
育
成
と
更
生
保
護
施
設
と
の
連
携
を
契
機
と
し
て
」『
法
学
政
治
学
論

究
』
第
一
一
三
号
（
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　
　 「
更
生
保
護
施
設
に
よ
る
薬
物
依
存
に
対
す
る
処
遇
の
在
り
方

―
条
件
付
起
訴
猶

予
制
度
を
活
用
し
た
取
組
の
提
言
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
五
号
（
二
〇
一

七
年
）


